
 

 

 

１ 地歴・公民、理科の２科目受験では 

第１解答科目を決めておこう 

 

１科目の成績のみを合否判定に利用する大学で、地

歴・公民や理科を２科目受験した場合、大学によって合

否の判定方法が異なる。最初に受験した科目（第１解答

科目）を判定に利用する場合と、２科目のうち高得点の

科目を判定に利用する場合がある。志望校の募集要項

をよく確認し、第１解答科目を慎重に選ぼう。 

 

２ 「地理総合／歴史総合／公共」、「物理基礎

／化学基礎／生物基礎／地学基礎」の受験

では２つの出題範囲を 60 分で解答するペース

を身につけよう 

 

「地理総合／歴史総合／公共」は３つ、「物理基礎／化

学基礎／生物基礎／地学基礎」は４つの出題範囲から

それぞれ２つを選択し、60 分で解答する。時間内であ

れば解答の順序も時間配分も問われない。実力が十分

に発揮できるよう、事前に模試や問題集を使って、時間

配分や解答するペースをつかんでおこう。 

 

３ 解答科目を正しくマークしよう 

共通テストの解答用紙には、自分が選択した解答科

目をマークする欄がある。解答科目欄のマークがな

い場合、もしくは複数をマークした場合、どの科目を

解答したのか特定できないために０点となってしまう。

自分の受験する科目を正しくマークするように気をつ

けよう。 

 

４ 解答する科目の問題ページを確認しよう 

数学や理科などでは、教科別の問題冊子に各科目

の問題が掲載され、ページごとに科目が分かれてい

る。そのため自分が解答する科目の問題ページを確

認せずに問題を解き始めると、受験科目でない科目

を解答してしまい、志望校の受験資格を失うこともあ

る。試験本番は落ち着いて、受験科目の問題ページ

をまず確認しよう。  

５ 自己採点は正確にしよう 

「約４人に１人は 10 点以上の自己採点ミスをしている」

（進研模試の結果より）。10 点以上かわると判定、合否

に大きな影響を与えてしまい、出願ミスにつながる可能

性もある。「正確な自己採点」のために、以下のポイント

をしっかり守って、とにかく慎重に解答、自己採点するよ

うにしよう。 

 

 

正確な自己採点のために  

～共通テスト本番での解答の掟～ 

□試験開始前に、見直しの時間も計算に入れて時間配

分をすること。 

 

□受験番号や名前などの記入に誤りがないかどうか確

認すること。 

 

□マークの「ダブリ」や記入欄の「ズレ」などがないか確

認すること。 

 

□受験中に自分の解答を問題冊子に必ず控えること。 

 

□マークシート上で訂正した場合、問題冊子の控えにも

訂正を反映させること。 

 

□訂正の際は完全に消しゴムで消すこと。 

 

□問題冊子の控えとマークシートの解答とが一致してい

るかを最後に見直すこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学入学共通テスト当日までに確認しておきたいこと 



 

 

 

■国公立大の前期・中期・後期の出願時期や合格発表・入学手続きについて 

・国公立大の各日程の出願は同時期に行う。 

・前期日程に合格、入学手続きを行うと、中期・後期日程に合格できない（第１志望は必ず前期日程で受験する）。 

・合格した際には、大学が指定する期日までに入学手続きをしないと合格が取り消されてしまう。 

 

■国公立大の願書は併願校分を含めて 12月中に各家庭で取り寄せておく。 

 

■試験会場から近く、ゆとりが持てる宿・ホテルを早めに予約しておく。 

 

■国公立大と私立大の併願について 

・それぞれの入試日・合格発表日・入学手続き締め切り日をチェックしておく。 

・受験のための移動による肉体疲労などを考慮した受験スケジュールをつくる。 

・入学を辞退した場合の初年度納付金の返還制度を確認しておく。 

・大学入学共通テストは私立大受験にも有効に活用できる。 

多くの私立大が共通テスト利用入試を実施している。受験のための移動時間や費用の負担を軽減できる。  

 

■合格をめざして３月まで頑張り抜く。 

・前期日程で合格する受験生がいるため、国公立大後期日程試験の受験者は、出願者に比べてかなり減る。 

・私立大３月入試の有効活用を視野に入れておく。 

 

■遅刻や忘れ物、体調不良などトラブルが発生したら 

・どんなに気を配っても、トラブルが起きることはあります。寝坊で遅刻しそうになったり忘れ物をしてしまったりした場合

は、すぐに試験会場か高校に連絡して指示を仰ぎましょう。 
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